
景観を分類するに当たっては・1山岳，Ⅰ・皿亜山岳・Ⅱ丘陵地・畔地，Ⅳ海浜の五つの

景観の細分配当たっては，景観を構成する要素として重要な役割を果している「水」の態

様を指標として・主景観に水界を意識する景観と意識されない景観とに鰍前者をさらに1

艶2湖沼・3齢，4河川，5海洋とに区分した0これらの区分をさきに大肌た景鮎

地区分に対照させて次の25の景観に細分類した。

景　観　分　類

を　息　識　す　る　景　観 

渓　　　　　谷 凵@4　　　　5 河　　川　　海　　山 

⑦山岳渓谷景観 ′′ 劍����ｽ｢�tx､8･(ﾆ豫��

⑲丘陵地渓谷景観 ��ﾈ�ﾂ����
⑭丘陵地河川景観 刧�C崖景観 ⑲多鳥海景観 

㊧平地河川景観 刧�ｻ浜景観 

（河口景観） � 

ヴィジィビリティについては・視野範囲の尺度として水平面，垂直角の大きさなどにより，

景観自然度については・地形立地の改変の有無と多少，水質の汚濁程度（視覚にかかわる）

大気の透明の楓視地における騒音の度合・地表植生の改変の有無と多少，などを指標とし

て評価した。
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